
 

九九を利用して商を求めるわり算を考えてみました。 

 九九がおぼつかない児童には、右のような「コンパクト

九九表」を渡し、かけ算・わり算で使うように促していま

す。「九九を覚えさせなきゃ！」というご批判もあろうか

と思いますが、ねらいがあって使わせています。高学年に

なって九九を暗記させる時間を確保する余裕はありませ

ん。使わせることにより「よく使う九九を自然と覚えてい

く」ということがねらいです。事実、１年前には九九がほぼできず「計算いやだ～」と

言っていた児童も、今ではかなり計算ができるようになってきました。 

 さて、わり算ですが、３６÷４だったら、「４の段で３６になるのは？」と考え「（４

×９＝３６だから）９だ！」と商を出します。 

 では、３３÷８はどうするか。８の段に３３はありません。「８の中に３３は…８×４

＝３２なので４つある。だから、３３÷８＝４あまり１」と考えていくことになります。 

ここで、より効率的に「８の段で３３に近いのは？」と短縮して考える方法がありま

す。しかし、これだけでは正答できないことがあります。例えば３９÷８です。「８の段

で３９に近いのは８×５＝４０。だから、３９÷８＝５あまり１」と誤答する可能性が

あります。 

 九九の見つけ方を、私は以下のように指導しています。 

「８の段で、３９に近くて小さいのは？」…すると、児童は３２を見つけて、答えの４

を導き出しています。 

 ポイントは、「言い方を同じにすること」そして「九九がまだ完全でない場合には九九

表を用いること」です。今の４年生については指導を始めてから２か月。わり算のひっ

算の学習も終わりですが、今後も九九を利用して商を見つけることを素早く行わなけれ

ばなりません。前述の通り、九九が心配な児童には九九表を渡しています。「近くて小さ

いのは…」とつぶやきながら表を使って商を見つける様子を見ていると、数日間でかな

り早くなってきたと実感しています。 

算数担当が、算数を教えつつ、いろいろなこ

とを考えてみました。 
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